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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第53期

 第３四半期 　
連結累計期間

第54期
 第３四半期 　
連結累計期間

第53期
 第３四半期 　
連結会計期間

第54期
 第３四半期 　
連結会計期間

第53期

会計期間

自  平成20年
     ４月１日
至  平成20年
     12月31日

自  平成21年
     ４月１日
至  平成21年
     12月31日

自  平成20年
     10月１日
至  平成20年
     12月31日

自  平成21年
     10月１日
至  平成21年
     12月31日

自  平成20年
     ４月１日
至  平成21年
     ３月31日

売上高 (千円) 7,669,2147,493,0022,069,1961,845,00111,434,969

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) △27,380 36,045△138,276△144,967 169,512

四半期純損失(△)又は
当期純利益

(千円) △96,222 △17,541△133,484△92,136 4,564

純資産額 (千円) ― ― 5,013,7595,072,1145,115,812

総資産額 (千円) ― ― 8,565,4468,974,9499,102,605

１株当たり純資産額 (円) ― ― 749.00 756.50 764.29

１株当たり四半期純損
失(△)又は当期純利益

(円) △14.52 △2.65 △20.17 △13.92 0.69

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 57.9 55.8 55.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 579,677 987,926 ― ― △ 6,380

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 20,742△502,421 ― ― 27,949

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △ 165,637△154,155 ― ― △ 239,256

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,397,6291,076,509745,160

従業員数 (名) ― ― 327 317 314

(注) １　第５３期第３四半期連結累計（会計）期間及び第５４期第３四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後

１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

２　第５３期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３　売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 317

(注)　従業員数は就業人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 143

(注)　従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 金額(千円)
 前年同四半期比

（％）

緑化関連薬剤・資材事業 154,458 249.8

産業用薬品事業 53,443 72.7

合計 207,902 153.6

(注) １　金額は、製造原価によっております。
２　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第３四半期連結会計期間における土木緑化工事事業の受注状況を示すと、次のとおりであります。

　

区分 受注高(千円)
前年同四半期比
（％）

受注残高(千円)
前年同四半期比
（％）

土木緑化工事事業 118,611 78.8 738,433 67.2

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメント 金額(千円)
 前年同四半期比

（％）

緑化関連薬剤・資材事業 1,301,102 85.7

産業用薬品事業 391,957 99.8

土木緑化工事事業 44,758 93.5

その他事業 107,183 96.7

合計 1,845,001 89.2

(注) １　外部顧客に対する売上高であります。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　販売実績に対し10％以上に該当する販売先はありません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間における我が国経済は、輸出回復の動きや在庫調整の進展などによる持ち

直しを背景に、景気回復の兆しが見られたものの、雇用の悪化や消費の低迷に加えデフレ状況の長期化が

懸念されるなど先行きは依然として予断を許さない状況下にありました。　　　　　 

　このような事業環境のもと、当社グループは新剤を上市し拡販を図るとともに徹底したコスト削減によ

る収益性の改善に努めました結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は１８億４千５百万円（前年同

期比１０．８％減）となりました。 利益面につきましては、営業損失は１億５千万円（前年同期は営業

損失１億５千１百万円）、経常損失は１億４千４百万円（前年同期は経常損失１億３千８百万円）、四半

期純損失は９千２百万円（前年同期は四半期純損失１億３千３百万円）となりました。

　当第３四半期連結会計期間における事業の種類別セグメントの概況については、以下のとおりでありま

す。

〔緑化関連薬剤・資材事業〕

主要需要先のゴルフ場業界は、ゴルフ場の運営コストの削減など経営合理化が一段と強まり、依然

として厳しい状況にありました。また道路、鉄道等の緑地分野においても、先行き不透明な経済環境

からコスト管理が一段と厳しくなりました。 

　このような状況下、当事業部門は、一部、芝用肥料が減少しましたが、グループ販売体制を一層強化

し、地域に密着した営業活動を拡大し、主要除草剤、抑草剤などの主力商品に加え、新規剤の除草剤

「サプライズフロアブル」、殺菌剤「ガイア顆粒水和剤」、殺虫剤「アストロ乳剤」などの拡販に努

めました。

この結果、当事業の売上高は１３億１百万円（前年同期比１４．３％減）、営業損失は１億８百万

円（前年同期は営業損失７千２百万円）となりました。

〔産業用薬品事業〕

主要需要先の製紙業界は、大幅な減産体制が続いているなか、国内製紙メーカーの製造工程に適し

た差別化商品の拡販と新規機能性薬剤の市場開拓に傾注し、現場に密着したテクニカルサービス営

業に努めました。

この結果、当事業の売上高は３億９千１百万円（前年同期比０．２％減）、営業利益は２千６百万

円（前年同期比３８．８％増）となりました。

〔土木緑化工事事業〕

主要受注先の公共事業は依然として工事の受注が激減すると共に、民間大型工事も減少するなか、

環境・防災関連工事やゴルフ場関連工事などの受注活動に努めました。

この結果、当事業の受注工事高は１億１千８百万円（前年同期比２１．２％減）となりました。ま

た完成工事高は４千４百万円（前年同期比６．５％減）、営業損失は２千８百万円（前年同期は営

業損失２千４百万円）となりました。

〔その他事業〕

その他事業は、保険代理業・リース業及び食品添加物の販売などで、当事業の売上高は１億７百万

円（前年同期比３．３％減）、営業利益は２千９百万円（前年同期比３０．９％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は８９億７千４百万円で、前連結会計年度末に比べ１億２千

７百万円の減少となりました。

これは、流動資産が１千８百万円の増加、固定資産が１億４千６百万円の減少によるものです。流動

資産の増加は、現金及び預金８億３千１百万円、たな卸資産５億２千万円等の増加、受取手形及び売掛

金１３億８千３百万円の減少等によるものです。

固定資産の減少は、投資その他の資産１億２千６百万円の減少等によるものです。

負債は３９億２百万円で、前連結会計年度末に比べ８千３百万円の減少となりました。

これは、流動負債が３千９百万円の増加、固定負債が１億２千３百万円の減少によるものです。流動

負債の増加は、未成工事受入金２億８千４百万円等の増加、支払手形及び買掛金１億７百万円の減少等

によるものです。

固定負債の減少は、長期リース債務１億２千４百万円の減少等によるものです。

純資産は５０億７千２百万円で、前連結会計年度末に比べ４千３百万円の減少となりました。

これは四半期純損失による利益剰余金の減少５千万円等によるものです。

この結果、自己資本比率は５５.８％、１株当たり純資産額は７５６円５０銭となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、当第２四半期連結会計期間末に比べ５億３千

万円減少し、１０億７千６百万円となりました。

　なお、前第３四半期連結会計期間末に比べ３億２千１百万円の減少となりました。

　各キャッシュ・フローの状況の分析は次のとおりです。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、６百万円減少しました。これは、売上債権の減少による資金の増

加１０億１千３百万円に対し、税金等調整前四半期純損失１億３千４百万円、棚卸資産の増加４億１千１

百万円、仕入債務の減少３億２千７百万円等による資金の減少によるものです。

　なお、前第３四半期連結会計期間に比べて２億２千３百万円の減少となりました。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、５億４百万円減少しました。これは、有形固定資産の取得による

支出２百万円、定期預金の預入れによる支出５億円等によるものです。

　なお、前第３四半期連結会計期間に比べて５億２千６百万円の減少となりました。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、１千９百万円減少しました。これは、リース債務の返済１千３百

万円、長期借入金の返済５百万円等による支出によるものです。

　なお、前第３四半期連結会計期間に比べて１千８百万円の増加となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は６千２百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,691,300 6,691,300
ジャスダック
証券取引所

株主としての権利内容に制限
のない、標準となる株式
一単元の株式数　1,000株

計 6,691,300 6,691,300― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年10月１日
～平成21年12月31日

― 6,691,300 ― 1,102,428 ― 1,328,851

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

―
株主としての権利内容に制限のない、

標準となる株式普通株式 71,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

6,548,000
6,548同上

単元未満株式
普通株式

72,300
― 同上

発行済株式総数 6,691,300― ―

総株主の議決権 ― 6,548 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権1個)含まれて

おります。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式900株、証券保管振替機構名義の株式200株が含まれ

ております。

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社理研グリーン

東京都台東区上野２丁目
12―20　NDKロータスビル

71,000 ― 71,000 1.07

計 ― 71,000 ― 71,000 1.07

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 210 229 240 248 224 235 236 230 233

最低(円) 189 195 211 210 215 205 205 215 205

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

（１）役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

　　取　締　役　　　　　　　　　　
　　　　　　

取締役　　　　　　　（
緑化薬剤・資材
事業部長）　　　　　
　　　　

小　田　高　明 平成21年11月10日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累

計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する

規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号のた

だし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用し、当第３四半期連結会計期間（平成21年

10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12

月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、芙蓉監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,577,509 746,160

受取手形及び売掛金 ※２
 1,686,040 3,069,821

リース投資資産 296,445 326,458

商品及び製品 1,397,734 1,278,654

仕掛品 35,650 41,923

原材料及び貯蔵品 214,399 134,849

販売用不動産 10,745 10,745

未成工事支出金 472,596 144,847

その他 227,138 164,056

貸倒引当金 △19,552 △37,770

流動資産合計 5,898,708 5,879,745

固定資産

有形固定資産

土地 1,147,349 1,147,349

その他（純額） ※１
 403,504

※１
 406,997

有形固定資産合計 1,550,853 1,554,346

無形固定資産

のれん 135,639 146,931

その他 13,039 17,900

無形固定資産合計 148,679 164,832

投資その他の資産

投資有価証券 321,413 327,849

リース投資資産 391,052 527,703

ゴルフ会員権 275,358 272,687

その他 574,470 557,016

貸倒引当金 △185,587 △181,574

投資その他の資産合計 1,376,707 1,503,682

固定資産合計 3,076,240 3,222,860

資産合計 8,974,949 9,102,605
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※２
 1,637,075 1,744,540

短期借入金 80,156 123,351

リース債務 311,122 329,841

未払法人税等 25,451 31,867

賞与引当金 57,341 134,801

その他 ※２
 643,537 350,461

流動負債合計 2,754,684 2,714,863

固定負債

長期借入金 31,805 71,612

リース債務 444,787 569,316

退職給付引当金 454,242 438,892

役員退職慰労引当金 150,020 132,430

その他 67,294 59,679

固定負債合計 1,148,150 1,271,930

負債合計 3,902,834 3,986,793

純資産の部

株主資本

資本金 1,102,428 1,102,428

資本剰余金 1,328,851 1,328,851

利益剰余金 2,547,629 2,598,287

自己株式 △18,786 △18,728

株主資本合計 4,960,122 5,010,838

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 47,211 48,343

評価・換算差額等合計 47,211 48,343

少数株主持分 64,780 56,630

純資産合計 5,072,114 5,115,812

負債純資産合計 8,974,949 9,102,605
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 7,669,214 7,493,002

売上原価 5,685,430 5,553,554

売上総利益 1,983,784 1,939,447

販売費及び一般管理費 ※１
 2,039,851

※１
 1,922,777

営業利益又は営業損失（△） △56,067 16,669

営業外収益

受取利息 1,903 741

受取配当金 4,947 2,736

受取賃貸料 18,088 14,436

負ののれん償却額 756 －

持分法による投資利益 2,460 －

雑収入 7,552 8,533

営業外収益合計 35,710 26,449

営業外費用

支払利息 5,992 3,100

持分法による投資損失 － 3,672

雑損失 1,030 302

営業外費用合計 7,023 7,074

経常利益又は経常損失（△） △27,380 36,045

特別利益

固定資産売却益 91 141

投資有価証券売却益 6,051 3,465

貸倒引当金戻入額 8,283 13,703

受取保険金 8,592 175

その他 5,000 －

特別利益合計 28,018 17,485

特別損失

固定資産売却損 14,882 －

固定資産処分損 1,575 165

投資有価証券評価損 16,582 1,249

ゴルフ会員権評価損 － 1,150

その他 5,267 －

特別損失合計 38,308 2,565

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△37,670 50,965

法人税等 ※２
 50,604

※２
 62,580

少数株主利益 7,947 5,926

四半期純損失（△） △96,222 △17,541
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 2,069,196 1,845,001

売上原価 1,531,827 1,350,660

売上総利益 537,369 494,341

販売費及び一般管理費 ※１
 689,069

※１
 644,829

営業損失（△） △151,699 △150,488

営業外収益

受取利息 432 437

受取配当金 1,513 592

受取賃貸料 6,957 4,828

持分法による投資利益 2,373 －

雑収入 3,143 2,078

営業外収益合計 14,421 7,936

営業外費用

支払利息 973 252

持分法による投資損失 － 2,138

雑損失 24 24

営業外費用合計 998 2,415

経常損失（△） △138,276 △144,967

特別利益

貸倒引当金戻入額 9,318 10,443

受取保険金 834 155

その他 3,500 －

特別利益合計 13,652 10,598

特別損失

固定資産売却損 13,992 －

固定資産処分損 115 108

投資有価証券評価損 7,932 －

その他 5,233 －

特別損失合計 27,273 108

税金等調整前四半期純損失（△） △151,897 △134,478

法人税等 ※２
 △24,648

※２
 △46,737

少数株主利益 6,235 4,395

四半期純損失（△） △133,484 △92,136
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△37,670 50,965

減価償却費 63,094 70,115

のれん償却額 10,534 11,291

引当金の増減額（△は減少） △61,665 △58,725

受取利息及び受取配当金 △6,851 △3,478

支払利息 5,992 3,100

持分法による投資損益（△は益） △2,460 3,672

投資有価証券売却損益（△は益） △6,016 △3,465

投資有価証券評価損益（△は益） 16,582 1,249

固定資産売却損益（△は益） 14,790 △141

売上債権の増減額（△は増加） 1,610,100 1,666,871

たな卸資産の増減額（△は増加） △796,209 △520,107

仕入債務の増減額（△は減少） 36,083 △108,897

未払消費税等の増減額（△は減少） △12,216 7,974

その他 90,377 △54,037

小計 924,465 1,066,386

利息及び配当金の受取額 6,851 3,478

利息の支払額 △5,992 △3,100

法人税等の支払額 △345,647 △78,838

営業活動によるキャッシュ・フロー 579,677 987,926

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） － △500,000

有形固定資産の取得による支出 △20,621 △7,135

有形固定資産の売却による収入 22,373 150

投資有価証券の取得による支出 △3,380 △1,064

投資有価証券の売却による収入 17,441 8,428

子会社株式の取得による支出 △120 －

貸付金の回収による収入 487 －

無形固定資産の取得による支出 － △985

その他 4,561 △1,814

投資活動によるキャッシュ・フロー 20,742 △502,421

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △50,000 △20,000

リース債務の返済による支出 － △37,700

長期借入金の返済による支出 △78,129 △63,002

配当金の支払額 △33,589 △33,376

自己株式の売却による収入 － 39

自己株式の取得による支出 △3,918 △116

財務活動によるキャッシュ・フロー △165,637 △154,155

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 434,782 331,349

現金及び現金同等物の期首残高 962,847 745,160

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,397,629

※１
 1,076,509
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

１  会計処理基準に関する事項の変更 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

　請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適

用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」(企業会計基準第

15号　平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適用指

針」(企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日)を第１四半期

連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契

約から、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については

工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工

事については工事完成基準を適用しております。 

　これによる売上高、営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純

利益に与える影響はありません。 

　

【簡便な会計処理】

　当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)

　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

１  税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算する方法を採用しております。

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 994,814千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 936,305千円

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。　

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関

の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれて

おります。

　　受取手形　　　　　　　　　　　　　94,864千円

　　支払手形　　　　　　　　　　　　 182,074千円

　　流動負債　その他（設備支払手形）　 1,953千円

 

　

 
 

　　　　――――――――
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額 

　　は次のとおりであります。　　　　　　　　　　 

　　　　販売促進費                 111,573千円 

　　　　旅費交通費                 108,585 

　　　　運賃保管料                  91,664 

　　　　報酬・給料                 857,010 

　　　　法定福利費                 148,559 

　　　　役員退職慰労引当金繰入額    16,996 

　　　　退職給付費用                70,220 

　　　　賞与引当金繰入額            51,564 

　　　　不動産賃借料               147,518 

※２　法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示 

    しております。　　　　　　

　

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額

　　は次のとおりであります。　　　　　　　　　　 

　　　　販売促進費                 97,901千円 

　　　　旅費交通費                104,485 

　　　　運賃保管料                 82,091 

　　　　報酬・給料                879,201 

　　　　法定福利費                120,995 

　　　　役員退職慰労引当金繰入額   17,852 

　　　　退職給付費用               28,874 

　　　　賞与引当金繰入額           50,017 

　　　　不動産賃借料              147,743

※２　　　　　　同　　　　左

 

　３　当社グループの緑化関連薬剤・資材事業の販売はそ

の商品性により第３四半期連結会計期間は不需要期

にあたります。そのため第３四半期連結会計期間は、

その他の四半期連結会計期間と比べて、売上高は著

しく減少するといった季節的要因があります。

 

　

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額 

　　は次のとおりであります。　　　　　　　　　　 

　　　　販売促進費                  42,899千円 

　　　　旅費交通費                  37,528 

　　　　運賃保管料                  28,208 

　　　　報酬・給料                 256,845 

　　　　法定福利費                  46,997 

　　　　役員退職慰労引当金繰入額     5,403 

　　　　退職給付費用                32,569 

　　　　賞与引当金繰入額            51,564 

　　　　不動産賃借料                48,773 

※２　法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示 

    しております。　　　　　　

　

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額 

　　は次のとおりであります。　　　　　　　　　　 

　　　　販売促進費                 34,891千円 

　　　　旅費交通費                 35,302 

　　　　運賃保管料                 24,734 

　　　　報酬・給料                258,006 

　　　　法定福利費                 40,921 

　　　　役員退職慰労引当金繰入額    6,147 

　　　　退職給付費用               10,974 

　　　　賞与引当金繰入額           50,017 

        不動産賃借料               49,236 

※２　　　　　　同　　　　　左

　　　　

　３　当社グループの緑化関連薬剤・資材事業の販売はそ

の商品性により第３四半期連結会計期間は不需要期

にあたります。そのため第３四半期連結会計期間は、

その他の四半期連結会計期間と比べて、売上高は著

しく減少するといった季節的要因があります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,398,629千円

預入期間３か月超の定期預金 △1,000 〃

現金及び現金同等物 1,397,629千円

　 　

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,577,509千円

預入期間３か月超の定期預金 △501,000 〃

現金及び現金同等物 1,076,509千円

　 　

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 6,691,300

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 72,220

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 33,097 5.00平成21年３月31日 平成21年６月29日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　

　

緑化関連
薬剤・
資材事業
(千円)

産業用薬品
事業
(千円)

土木緑化
工事事業
(千円)

その他
事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

　　売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

1,517,806392,62847,887110,8732,069,196─ 2,069,196

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

2,112 ─ 1,034 ─ 3,147(3,147) ─

計 1,519,919392,62848,922110,8732,072,343(3,147)2,069,196

　　営業利益又は
　　営業損失(△)

△72,31619,122△ 24,71422,398△55,509(96,189)△151,699

(注)　１　当社の事業区分の方法は、製品の種類及び販売市場等の類似性を勘案して区分する方針を採用しております。 

２　各事業区分の主要製品等

事業区分 主要製品

緑化関連薬剤・資材

除草剤

ウェイアップフロアブル、ダブルアップDG、ウェーブル顆粒水和
剤、オフⅡフロアブル、ハプーンフロアブル、MCPP液剤、ラウンド
アップマックスロード、フルハウスフロアブル、ボレロン90乳剤、
スコリテック液剤 他

殺菌剤

ペンコシャイン水和剤、エメラルドDG、クリーングラス水和剤、ダ
コグリーン水和剤、バシパッチ水和剤、シャルマット水和剤、トッ
プティ水和剤、プレビクールN液剤、セレンターフ顆粒水和剤、グ
ランサー水和剤、ボディーブロー水和剤、タフシーバフロアブル 
他

殺虫剤
タフバリアフロアブル、ショットイン乳剤、ダイアジノンSLゾル、
スミチオン乳剤、メガトップ液剤、エンバーMC 他

肥料
プロスペック、マックスチョイス、グリーンパワー、ニトリカル
チャー、ニューグロー 他

抑草剤他
ショートキープ液剤、ビオロックフロアブル、カラーランド、
ニューエクセローンB、スプレイザー、ベント芝、芝種子、スカイ
ショットエース、インパクタムCシリーズ 他

その他 ゴルフ場請負総合メンテナンス、請負散布

産業用薬品
製紙用薬剤

スライムコントロール剤(ブイミックス 他)防腐剤(バイオタッ
ク、バイオダン 他)家庭紙用剥離・コーティング剤(レゾソール 
他)耐油剤(インプレス)、異物除去剤(ゼニックス・プレステージ
・HAP、RGS 他)紙力剤(カイメン 他)その他製紙用薬剤

工業用殺菌・防腐
剤

塗料、接着剤、金属加工油等化学品用剤(バイオホープ、バイオ
エース 他)、木材用剤(カビカット)

土木緑化工事
公園、グランド、高速道路施設の環境緑化、住宅団地等の緑化・造
園、ゴルフ場関連工事

その他 食品添加物、保険代理業、リース業
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当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　

緑化関連
薬剤・
資材事業
(千円)

産業用薬品
事業
(千円)

土木緑化
工事事業
(千円)

その他
事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

　　売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

1,301,102391,95744,758107,1831,845,001─ 1,845,001

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

549 ─ ─ 16,67517,224(17,224)─

計 1,301,651391,95744,758123,8591,862,225(17,224)1,845,001

　　営業利益又は
　　営業損失(△)

△108,14026,539△28,80229,313△81,090(69,398)△150,488

(注) １　当社の事業区分の方法は、製品の種類及び販売市場等の類似性を勘案して区分する方針を採用しております。

２　各事業区分の主要製品等

事業区分 主要製品

緑化関連
薬剤・資材

除草剤

ウェイアップフロアブル、ダブルアップDG、ウェーブル顆粒水和
剤、オフⅡフロアブル、ハプーンフロアブル、MCPP液剤、ラウンド
アップマックスロード、アージラン液剤、スコリテック液剤、サ
プライズフロアブル、プレエム550粒剤、シバゲンDF 他

殺菌剤

ペンコシャイン水和剤、エメラルドDG、クリーングラス水和剤、
ダコグリーン水和剤、バシパッチ水和剤、シャルマット水和剤、
トップティ水和剤、プレビクールN液剤、セレンターフ顆粒水和
剤、グランサー水和剤、ボディーブロー水和剤、タフシーバフロ
アブル、ガイア顆粒水和剤 他

殺虫剤
タフバリアフロアブル、ショットイン乳剤、ダイアジノンSLゾ
ル、スミチオン乳剤、メガトップ液剤、エンバーMC、アストロ乳
剤、リラークDF 他

肥料
プロスペック、マックスチョイス、グリーンパワー、ニトリカル
チャー 他

抑草剤他
ショートキープ液剤、ビオロックフロアブル、カラーランド、
ニューエクセローンB、スプレイザー、スカイショットエース、
サーフショット、インパクタムシリーズ、ベント芝、芝種子 他

その他 ゴルフ場等総合メンテナンス受託、請負散布

産業用薬品

製紙用薬剤

スライムコントロール剤（ブイテック・KVシリーズ 他）、防腐
剤（バイオタック、バイオダン 他）、家庭紙用剥離・コーティ
ング剤（RHG、レゾソール クレプトロール 他)、耐油剤（インプ
レス)、異物除去剤（ゼニックス、プレステージ、HAP、RGS 他)、紙
力剤 (カイメン、ハーコボンド 他)、その他製紙用薬剤

工業用殺菌・防
腐剤

塗料、接着剤及び金属加工油等化学品用剤（バイオホープ、バイ
オエース 他)、木材用剤（カビカット）

土木緑化工事
公園、グランド、高速道路施設の環境緑化、住宅団地・校庭等の
緑化・造園、ゴルフ場関連工事

その他 保険代理業、リース業、食品添加物
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前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　

緑化関連
薬剤・
資材事業
(千円)

産業用薬品
事業
(千円)

土木緑化
工事事業
(千円)

その他
事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

　　売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

5,969,8601,231,414192,965274,9737,669,214─ 7,669,214

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

7,282 ─ 1,034 ─ 8,316(8,316) ─

計 5,977,1421,231,414194,000274,9737,677,531(8,316)7,669,214

　　営業利益又は
　　営業損失(△)

225,10451,065△84,11425,613217,669(273,736)△56,067

(注)　１　当社の事業区分の方法は、製品の種類及び販売市場等の類似性を勘案して区分する方針を採用しております。

２　各事業区分の主要製品等 

事業区分 主要製品

緑化関連薬剤・資材

除草剤

ウェイアップフロアブル、ダブルアップDG、ウェーブル顆粒水和
剤、オフⅡフロアブル、ハプーンフロアブル、MCPP液剤、ラウンド
アップマックスロード、フルハウスフロアブル、ボレロン90乳剤、
スコリテック液剤 他

殺菌剤

ペンコシャイン水和剤、エメラルドDG、クリーングラス水和剤、ダ
コグリーン水和剤、バシパッチ水和剤、シャルマット水和剤、トッ
プティ水和剤、プレビクールN液剤、セレンターフ顆粒水和剤、グ
ランサー水和剤、ボディーブロー水和剤、タフシーバフロアブル 
他

殺虫剤
タフバリアフロアブル、ショットイン乳剤、ダイアジノンSLゾル、
スミチオン乳剤、メガトップ液剤、エンバーMC 他

肥料
プロスペック、マックスチョイス、グリーンパワー、ニトリカル
チャー、ニューグロー 他

抑草剤他
ショートキープ液剤、ビオロックフロアブル、カラーランド、
ニューエクセローンB、スプレイザー、ベント芝、芝種子、スカイ
ショットエース、インパクタムCシリーズ 他

その他 ゴルフ場請負総合メンテナンス、請負散布

産業用薬品
製紙用薬剤

スライムコントロール剤(ブイミックス 他)防腐剤(バイオタッ
ク、バイオダン 他)家庭紙用剥離・コーティング剤(レゾソール 
他)耐油剤(インプレス)、異物除去剤(ゼニックス・プレステージ
・HAP、RGS 他)紙力剤(カイメン 他)その他製紙用薬剤

工業用殺菌・防腐
剤

塗料、接着剤、金属加工油等化学品用剤(バイオホープ、バイオ
エース 他)、木材用剤(カビカット)

土木緑化工事
公園、グランド、高速道路施設の環境緑化、住宅団地等の緑化・造
園、ゴルフ場関連工事

その他 食品添加物、保険代理業、リース業

　

EDINET提出書類

株式会社理研グリーン(E02784)

四半期報告書

22/29



当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　

緑化関連
薬剤・
資材事業
(千円)

産業用薬品
事業
(千円)

土木緑化
工事事業
(千円)

その他
事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

　　売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

5,689,5891,173,296361,061269,0557,493,002─ 7,493,002

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

27,915 ─ ─ 16,67544,590(44,590)─

計 5,717,5041,173,296361,061285,7307,537,593(44,590)7,493,002

　　営業利益又は
　　営業損失(△)

203,16876,657△80,88226,354225,297(208,627)16,669

(注) １　当社の事業区分の方法は、製品の種類及び販売市場等の類似性を勘案して区分する方針を採用しております。

２　各事業区分の主要製品等

事業区分 主要製品

緑化関連
薬剤・資材

除草剤

ウェイアップフロアブル、ダブルアップDG、ウェーブル顆粒水和
剤、オフⅡフロアブル、ハプーンフロアブル、MCPP液剤、ラウンド
アップマックスロード、アージラン液剤、スコリテック液剤、サ
プライズフロアブル、プレエム550粒剤、シバゲンDF 他

殺菌剤

ペンコシャイン水和剤、エメラルドDG、クリーングラス水和剤、
ダコグリーン水和剤、バシパッチ水和剤、シャルマット水和剤、
トップティ水和剤、プレビクールN液剤、セレンターフ顆粒水和
剤、グランサー水和剤、ボディーブロー水和剤、タフシーバフロ
アブル、ガイア顆粒水和剤 他

殺虫剤
タフバリアフロアブル、ショットイン乳剤、ダイアジノンSLゾ
ル、スミチオン乳剤、メガトップ液剤、エンバーMC、アストロ乳
剤、リラークDF 他

肥料
プロスペック、マックスチョイス、グリーンパワー、ニトリカル
チャー 他

抑草剤他
ショートキープ液剤、ビオロックフロアブル、カラーランド、
ニューエクセローンB、スプレイザー、スカイショットエース、
サーフショット、インパクタムシリーズ、ベント芝、芝種子 他

その他 ゴルフ場等総合メンテナンス受託、請負散布

産業用薬品

製紙用薬剤

スライムコントロール剤（ブイテック・KVシリーズ 他）、防腐
剤（バイオタック、バイオダン 他）、家庭紙用剥離・コーティ
ング剤（RHG、レゾソール クレプトロール 他)、耐油剤（インプ
レス)、異物除去剤（ゼニックス、プレステージ、HAP、RGS 他)、紙
力剤 (カイメン、ハーコボンド 他)、その他製紙用薬剤

工業用殺菌・防
腐剤

塗料、接着剤及び金属加工油等化学品用剤（バイオホープ、バイ
オエース 他)、木材用剤（カビカット）

土木緑化工事
公園、グランド、高速道路施設の環境緑化、住宅団地・校庭等の
緑化・造園、ゴルフ場関連工事

その他 保険代理業、リース業、食品添加物

　

　

EDINET提出書類

株式会社理研グリーン(E02784)

四半期報告書

23/29



【所在地別セグメント情報】

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社あるいは重要な在外支店がないため、該当事項はありま

せん。

　

【海外売上高】

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループは、デリバティブ取引を行っていないため該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 756.50円
　

　 　

　 764.29円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 5,072,114 5,115,812

普通株式に係る純資産額(千円) 5,007,334 5,059,181

差額の主な内訳(千円) 　 　

  少数株主持分 64,780 56,630

普通株式の発行済株式数(株) 6,691,300 6,691,300

普通株式の自己株式数(株) 72,220 71,870

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株) 6,619,080 6,619,430

　

２  １株当たり四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 14.52円
　

１株当たり四半期純損失金額 2.65円
　

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないこと及び１株当たり四半期純

損失金額のため記載しておりません。

　

(注)  １株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) 96,222 17,541

普通株式に係る四半期純損失(千円) 96,222 17,541

普通株主に帰属しない金額(千円) 該当事項はありません。 該当事項はありません。

普通株式の期中平均株式数(株) 6,627,000 6,619,327
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第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額 20.17円
　

１株当たり四半期純損失金額 13.92円
　

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないこと及び１株当たり四半期純

損失金額のため記載しておりません。

　

(注)  １株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) 133,484 92,136

普通株式に係る四半期純損失(千円) 133,484 92,136

普通株主に帰属しない金額(千円) 該当事項はありません。 該当事項はありません。

普通株式の期中平均株式数(株) 6,619,585 6,619,150

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月10日

株式会社理研グリーン

取締役会　御中

　

芙蓉監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　伊　藤　隆　之　　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　大　塚　高　徳　　　印
　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社理研グリーンの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社理研グリーン及び連結子会社の平成

20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月５日

株式会社理研グリーン

取締役会　御中

　

芙蓉監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　伊　藤　隆　之　　　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　鈴　木　潤　　　　　　印

　

　 　 　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社理研グリーンの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社理研グリーン及び連結子会社の平成

21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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